
中
田
英
選
手
が
海
外
移
籍

「
先
生
は
、
悪
石
島（
あ
く
せ
き
じ

ま
）に
彼
女
が
い
る
か
ら
、
毎
月
会

い
に
行
く
ん
で
し
ょ
」

私
が
担
当
す
る
鹿
児
島
赤
十
字
病

院
に
入
院
中
の
患
者
様
か
ら
、
皮
肉

ま
じ
り
の
言
葉
を
受
け
ま
す
。
毎
月

一
回
、
悪
石
島
診
療
の
た
め
、
二
泊

三
日
の
間
、
病
院
を
不
在
に
す
る
た

め
で
す
。

片
道
１１
時
間
が
か
り

具
体
的
な
診
療
の
行
程
は
、
一
日

目
の
午
後
十
一
時
に
鹿
児
島
港
を

「
フ
ェ
リ
ー
と
し
ま
」
で
出
航
。
翌

朝
の
午
前
五
時
す
ぎ
、
口
之
島
に
到

着
。
そ
こ
か
ら
転
々
と
各
島
に
寄
港

し
、
悪
石
島
に
到
着
す
る
の
は
二
日

目
の
午
前
十
時
ご
ろ
（
片
道
十
一
時

間
）
で
す
。

到
着
直
後
は
、
船
の
揺
れ
の
影
響

で
身
体
が
フ
ラ
フ
ラ
し
て
い
る
た
め

休
憩
と
食
事
の
の
ち
、
午
後
か
ら
診

療
を
開
始
し
ま
す
。
約
二
十
人
前
後

の
診
療
後
、
夕
方
に
は
健
康
教
育
な

ど
を
行
い
ま
す
。

三
日
目
は
午
前
八
時
四
十
分
発
の

船
に
乗
る
た
め
、
七
時
く
ら
い
ま
で

に
検
査
を
行
い
ま
す
。
鹿
児
島
港
に

帰
港
す
る
の
は
三
日
目
の
午
後
七
時

四
十
分
で
す
。

「
先
生
、
今
日
は
波
が
高
か
っ
た

か
ら
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
」
。
診

療
中
も
、多
く
の
島
の
患
者
様
か
ら
、

航
海
の
心
配
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。つ

ら
い
別
れ
も

島
の
暮
ら
し
に
は
、
つ
ら
い
別
れ

が
二
つ
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、「
十
五
の
春
」
。
島
の
小
中

学
生
は
現
在
九
人
。
高
校
が
な
い
た

め
、
中
学
卒
業
と
と
も
に
親
元
を
離

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
の
別
れ
は
、
成
長
し
て
帰
っ

て
く
る
こ
と
へ
の
期
待
が
持
て
る
別

れ
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
も
っ
と
厳
し
い

別
れ
で
す
。
島
の
お
年
寄
り
の
大
き

な
望
み
は
、
「
島
で
臨
終
を
迎
え
た

い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

介
護
保
険
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
も
な

く
、
独
り
暮
ら
し
が
困
難
と
な
る

と
、
都
会
に
出
て
い
る
子
ど
も
さ
ん

た
ち
の
と
こ
ろ
へ
移
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
。

「
先
生
、
○
○
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、

今
度
福
岡
の
息
子
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

「
そ
う
で
す
か
。
親
孝
行
な
息
子

さ
ん
が
い
て
、
良
か
っ
た
ね
え
」

表
面
上
は
そ
う
言
い
ま
す
が
、
八

十
年
も
住
み
慣
れ
た
土
地
を
離
れ
、

方
言
が
通
じ
な
い
と
こ
ろ
に
移
る
の

は
嫌
な
の
だ
ろ
う
、
と
は
思
っ
て
い

ま
す
。#

７０
人
の
恋
人
$

し
か
し
、
島
の
人
々
は
た
く
ま
し

く
生
活
し
て
い
ま
す
。
帰
り
の
船
に

乗
船
す
る
際
、
「
先
生
、
来
月
の
診

療
は
い
つ
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
ま

す
。
こ
の
言
葉
で
、
つ
ら
い
航
海
の

こ
と
な
ど
忘
れ
、
来
月
も
来
よ
う
と

思
い
ま
す
。

冒
頭
の
、
病
院
に
入
院
中
の
患
者

様
の
言
葉
に
は
、
い
つ
も
「
島
に
七

十
人
の
恋
人
が
い
て
、
私
が
く
る
の

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
の
で
す
」
と

答
え
て
い
ま
す
。

（
次
回
予
定
は
和
歌
山
県
）

!
来
月
は
い
つ
"
に
励
ま
さ
れ
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中
田
英
寿
選
手
が
一
九
九
八
年
、
イ
タ

リ
ア
の
サ
ッ
カ
ー
一
部
リ
ー
グ
セ
リ
エ

Ａ
、
ペ
ル
ー
ジ
ャ
に
移
籍
。
そ
の
後
、
八

年
間
に
欧
州
の
六
チ
ー
ム
を
渡
り
歩
く
。

移
籍
直
後
の
シ
ー
ズ
ン
開
幕
戦
（
対
ユ
ベ

ン
ト
ス
戦
）で
二
得
点
の
鮮
烈
デ
ビ
ュ
ー
。

Ａ
Ｓ
ロ
ー
マ
で
は
、
日
本
人
と
し
て
初
め

て
セ
リ
エ
Ａ
優
勝
も
経
験
し
た
。「
世
界

の
サ
ッ
カ
ー
」
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
て
く

れ
た
ヒ
デ
…
。
引
退
後
は
何
を
？
（
志
）

鹿児島県

車
の
運
転
中
な
ど
の
眠
っ
て

は
い
け
な
い
と
き
に
、
我
慢
で

き
な
い
猛
烈
な
眠
気
に
襲
わ
れ

る
!
。
こ
う
い
う
「
過
眠
」
の

症
状
が
成
人
男
性
の
３
・
１

％
、
女
性
で
は
２
・
４
％
に
あ

る
、
と
兼
板
佳
孝
・
日
本
大
助

手
が
報
告
し
た
。
厚
生
労
働
省

の
二
○
○
○
年
保
健
福
祉
動
向

調
査
か
ら
、
約
二
万
七
千
人
の

睡
眠
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
分
析

し
た
。
二
十
代
男
性
で
は
４
・

７
％
で
、
ほ
ぼ
二
十
人
に
一
人

の
割
合
だ
。

内
山
真
・
同
大
教
授
が
別
に

行
っ
た
試
算
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
睡
眠
の
問
題
が
原
因
で
、
勤

務
中
の
眠
気
に
よ
る
作
業
効
率

の
低
下
や
、
交
通
事
故
な
ど
の

増
加
に
よ
る
経
済
的
損
失
は
、

日
本
全
国
で
年
に
約
三
兆
四
千

七
百
億
円
に
上
る
と
い
う
。

労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所

の
樋
口
重
和
さ
ん
は
「
パ
ソ
コ

ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

も
睡
眠
不
足
を
増
や
し
て
い

る
」
と
指
摘
し
た
。

情
報
通
信
白
書
に
よ
る
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
人
口
は

約
八
千
五
百
万
人
。
ネ
ッ
ト
上

の
「
日
記
」
に
あ
た
る
ブ
ロ
グ

登
録
者
は
八
百
六
十
八
万
人
と

前
年
の
二
・
六
倍
で
、
ネ
ッ
ト

を
長
時
間
利
用
す
る
人
が
増
え

て
い
る
。

民
間
の
○
五
年
の
調
査
で

は
、
ネ
ッ
ト
利
用
時
間
の
ピ
ー

ク
は
午
後
十
時
台
で
四
百
万
人

以
上
が
ア
ク
セ
ス
し
て
お
り
、

深
夜
の
利
用
者
は
年
々
増
え
て

い
る
。
樋
口
さ
ん
は
「
ネ
ッ
ト

の
夜
更
か
し
は
睡
眠
時
間
を
減

ら
す
と
と
も
に
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
う
こ
と
自
体
が
睡
眠
に
影
響

す
る
可
能
性
が
あ
る
」と
い
う
。

健
康
な
男
性
に
午
後
十
一
時

か
ら
三
時
間
、
パ
ソ
コ
ン
で
ゲ

ー
ム
や
単
純
な
計
算
を
さ
せ
て

か
ら
眠
り
に
就
い
た
後
の
状
態

を
測
定
す
る
実
験
で
は
、
明
る

い
画
面
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
場
合

に
心
拍
数
な
ど
に
変
化
が
あ

り
、
睡
眠
の
質
に
も
影
響
が
あ

っ
た
。

樋
口
さ
ん
は
「
新
た
な
情
報

技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
と
睡
眠
と
の
関

係
を
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
し
て
い
る
。

睡
眠
不
足
は
高
校
生
も
同

様
。
内
村
直
尚
・
久
留
米
大
助

教
授
は
、
福
岡
県
立
明
善
高
校

（
久
留
米
市
）
で
、
眠
気
対
策

と
し
て
昨
年
か
ら
一
日
十
五
分

の
昼
寝
を
昼
休
み
に
導
入
し

た
。同

校
生
徒
約
千
人
の
調
査
で

は
、
夜
間
の
平
均
睡
眠
は
五
時

間
四
十
五
分
で
、
%
％
が
午
後

の
授
業
中
に
我
慢
で
き
な
い
眠

気
を
感
じ
て
い
た
。
内
村
助
教

授
は
「
受
験
勉
強
に
加
え
、
携

帯
電
話
の
メ
ー
ル
、
夜
の
コ
ン

ビ
ニ
通
い
な
ど
が
睡
眠
時
間
を

短
く
さ
せ
て
い
る
」
と
い
う
。

導
入
半
年
後
の
調
査
で
は
、

週
三
回
以
上
昼
寝
を
し
た
グ
ル

ー
プ
で
「
眠
気
が
改
善
し
授
業

に
集
中
で
き
る
」「
就
寝
・
起

床
時
間
が
一
定
に
な
っ
た
」
な

ど
の
効
果
が
、
高
い
割
合
を
示

し
た
。

内
村
助
教
授
は「
昼
寝
の
後
、

明
る
い
光
を
浴
び
て
ス
ト
レ
ッ

チ
す
る
と
眠
気
改
善
に
有
効
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。た
だ
し
、

そ
の
前
に
「
ま
ず
睡
眠
、
食
事

を
規
則
正
し
く
し
、
テ
レ
ビ
視

聴
や
メ
ー
ル
の
時
間
を
管
理
し

て
生
活
の
リ
ズ
ム
を
保
つ
こ
と

が
最
も
重
要
だ
」と
指
摘
し
た
。

日本人の睡眠 どんどん短く、不規則に
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
深
夜
テ
レ
ビ
中

継
で
、
寝
不
足
に
な
っ
た

人
は
多
い
だ
ろ
う
。
社
会

生
活
の
二
十
四
時
間
化
が

進
み
、
日
本
人
の
睡
眠
は

ど
ん
ど
ん
短
く
、
不
規
則

に
な
っ
て
い
る
。
大
津
市

で
開
か
れ
た
日
本
睡
眠
学

会
で
は
、
社
会
生
活
で
の

眠
気
の
現
状
と
対
策
の
研

究
が
発
表
さ
れ
た
。

損
失
３
・
４
兆
円
？

Ｉ
Ｔ
も
悪
影
響

短
い
昼
寝
が
有
効

生活と眠気の問題が検討された日本睡眠学会のパネル
ディスカッション
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６月#日、大津市

強
い
眠眠眠眠
気気気気
増
え
て
ま
す

生活の２４時間化で悪循環
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